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明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
米
澤
実
江
子
承
前
︵

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
︶
キ
ー
ワ
ー
ド
明
恵
・

摧
邪
輪

・
訓
読
文
・
註
記
︻
報
告
範
囲
︼

四
一
丁
裏
四
行
目
よ
り
五
〇
丁
裏
一
行
目

︵

鎌
倉
旧
仏
教

三
五
七
頁
下
～
三
六
一
頁
下
︶
ま
で
を
挙
げ

試
稿

と
し
た
︒
︻
凡
例
︼
一
︑
底
本
は
︑
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵

寛
永
年
間
版
︵
準
貴
重
書
Ｇ
極
楽
寺
／



︶

と
し
︑
始
め
に
書
き
下
し
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
︑
次
に
書
き
下
し
と
そ
の
註
記
︵
通
し
番
号
︶
を
挙
げ
た
︒
一
︑
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
︑
底
本
の
字
体
を
残
し
た
︒
書
き
下
し
に
際
し
て
︑
通
行
の
字
体
に
改
め
た
︒
一
︑
翻
刻
部
︑
︻
︼
の
内
︑
丁
数
と
オ
︵
ウ
︶
を
示
す
場
合
は
︑
底
本
の
丁
数
と
そ
の
表
︵
裏
︶
を
指
し
︑
漢
数
字
と
上
︵
下
︶
を
示
す
場
合
は

鎌
倉
旧
仏
教

本
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
︵
下
︶
を
指
す
︒
一
︑
︿
﹀
は
原
割
り
注
︒
一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
返
点
・
送
り
仮
名
は
︑
原
則
底
本
に
従
っ
た
が
︑
送
り
仮
名
は
適
宜
補
っ
た
︒
一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
︒
ま
た
引
用
末
の

～
云
々
︵
云
云
︶

は
︑

～
︑
と
云
々
︵
云
云
︶
︒

と
し
た
︒
一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
︒
一
︑
注
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

昭
法
全

︵

昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集

︶

浄
全

︵

浄
土
宗
全
書

︶

大
正
蔵

︵

大
正
新
脩
大
蔵
経

︶

望
仏

︵

望
月
佛
教
大
辞
典

増
訂
版
︶
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
八
一

中
仏

︵
中
村
元
著

広
説
佛
教
語
大
辞
典

︶

織
田
仏

︵
織
田
得
能
著

織
田
佛
教
大
辞
典

︶

大
漢
和

︵
諸
橋
轍
次
著

大
漢
和
辞
典

︶

日
国

︵

日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
︶

漢
和
大
辞
典

︵
藤
堂
明
保
編

学
研
漢
和
大
辞
典

︶
︹
付
記
︺
当
研
究
班
研
究
課
題
の
底
本
と
し
て
︑
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
︒
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
︽
翻
刻
︾
︻
四
一
丁
ウ
︼
︻
三
五
七
頁
下
︼
次
正ク
料
-
簡テ
觀
經ノ踵
ノ
文ヲ
一
成セ
鰯
称
-
名
下ニ
有ル
壱
菩
提
心
一
義ヲ
茨
者ハ
︑踵
ニ
言ク
︑
上
來埋
モ
飲
個
ト
壱
定
散
兩
門ノ
之
益ヲ
一
望ル
ニ
佛
本
願ニ
一
意ハ
在リ
ト
溢
衆
生
一
向ニ
專
壱-
称ス
ル
ニ
弥
陁
佛
名ヲ
一
者
︑
泛ク
言フ
ニ
一
向ヲ
一
通ス
三
業ニ
一︒
即チ
如シ踵
ニ
云カ
一︒杣
ス
ル
ニ
ハ杣
壱
弥
陀ヲ
一︑
称ス
ル
ニ
ハ
称シ
壱
弥
陁ヲ
一︑
觀ス
ル
ニ
ハ
觀ル
彌
陀ヲ
一
等
︑
此ノ
中ニ
ハ
取カ
壱
称
名ヲ
一
故ニ
除ク
身
業ヲ
一︒
於テ
語
意ニ
一
可シ
飲
有ル
壱
一
向ノ
義
一︒
如
壱
迦
才ノ
浄
土
論
所
-個
ノ
口
-
念ノ
義ノ
一
也
︒
︽
訓
︾
次
に
︑
正
し
く

観
経
の
疏

の
文
を
料
簡
し
て
︑

称
名
の
下
に
菩
提
心
有
る
義

を
成
せ
ば
︑

疏

に
言
は
く
︒
上
来
︑
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
雖
も
︑
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
︑
意
は
衆
生
一
向
に
弥
陀
仏
名
を
専
称
す
る
に
在
り(1
)
︒
と
は
︑
泛ひろ
く

一
向

を
言
ふ
に
三
業
に
通
ず
︒
即
ち

疏

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
礼
す
る
に
は
弥
陀
を
礼
し
︑
称
す
る
に
は
弥
陀
を
称
し
︑
観
ず
る
に
は
弥
陀
を
観
ず
る(2
)
︒
等
︒
此
の
中
に
は

称
名

を
取
る
が
故
に
身
業
を
除
く
︒
語
意
に
お
い
て

一
向
の
義

有
る
べ
し
︒
迦
才
の

浄
土
論

所
説
の

口
念
の
義(3
)

の
ご
と
く
な
り
︒
註(
1
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒
(
2
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
七
二
頁
中
︒
(
3
)
迦
才

浄
土
論

︑

大
正
蔵

四
七
︑
八
九
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
何ト
ナ
ラ-
者ハ
︑
謂ク
︒
勸ム
ル
ニ
ハ
壱
萬
行ヲ
一
必ス
對ス
壱
有
-
根ノ
位ノ
有
情
︻
三
五
八
頁
上
︼
類ニ
一︒
不ル
胤
對セ
木
石ニ
一︑
非カ
壱
所
化ニ
一
故
︒
不ス
飲
對セ
死
人ニ
一︑
諸
根
断
滅ス
ル
カ
故ニ
︑
不ス
飲
可ラ
壱
見
聞
覺
知ス
一︒
不カ
飲
可ラ
壱
起
-
︻
四
二
丁
オ
︼
行
修
-
道ス
一
故ニ
也
︒
若シ
對セ
壱
有
情
有
-
根
-
身ニ
一
者ハ
︑
必ス
以テ
心
-
念ヲ
一
爲カ
本ト
一
故ニ
︒
是ノ
故ニ
此ノ
中ノ
一
向ノ
言ハ
︑
必ス
有リ
壱
語
一
向
意
一
向ノ
義
一︒
先ツ
就テ
三
業
一
向ノ
義ニ
一︑
設ヒ埋
モ
飲
有ト
壱
身
語
一
向ノ
行
一︑
若シ
無ク
壱
意
一
向ノ
義
一
者ハ
︑
不サ
ラ
ム
得
徃
生ヲ
一︒
設ヒ埋
ト
モ
溢
身
語
不ス
ト
壱
一
向ナ
ラ
一︑
若シ
有ラ
意
一
向ノ
義
一
者ハ
︑
必ス
可シ
飲
得
徃
生ヲ
一︒
此ノ
中ニ
ハ
取ル
壱
語
意
一
向ノ
義ヲ
一
也
︒
︽
訓
︾
何
と
な
ら
ば
︑
謂
は
く
︒
万
行
を
勧
む
る
に
は
︑
必
ず
有
根
の
位
の
有
情
の
類
に
対
す
︒
木
石
に
対
せ
ざ
る
︑
所
化
に
非
ざ
る
が
故
に
︒
死
人
に
対
せ
ず
︑
諸
根
断
滅
す
る
が
故
に
︑
見
聞
覚
知
す
べ
か
ら
ず
︑
起
行
修
道
す
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
な
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
八
二
り
︒
若
し
︑
有
情
・
有
根
身
に
対
せ
ば
︑
必
ず
心
念
を
以
て
本
と
す
る
が
故
に
︒
是
の
故
に
︑
此
の
中
の

一
向

の
言
は
︑
必
ず

語
一
向
・
意
一
向

の
義
有
り
︒
先
ず
︑

三
業
一
向
の
義

に
就
き
て
︑
た
と
ひ

身
語
一
向
の
行
有
り

と
雖
も
︑
若
し
意
一
向
の
義
無
く
ん
ば
︑
往
生
を
得
ざ
ら
ん
︒
た
と
ひ

身
語
一
向
な
ら
ず

と
雖
も
︑
若
し
意
一
向
の
義
有
ら
ば
︑
必
ず
往
生
を
得
べ
し
︒
此
の
中
に
は
︑
語
意
一
向
の
義
を
取
る
な
り
︒
︽
翻
刻
︾
若シ
汝チ
︑
言イ
ハ
鰯
文ニ
云フ
壱
一
向
称
名ト
外ニ
全ク
無シ
ト
芋
意
業ノ
義
茨
者ハ
︑
我レ
問フ
汝ニ
一︑
一
向
稱
名ノ
元
意ハ
爲セ
ム
飲
依ト
カ
壱
何ノ
義
利ニ
一
乎ヤ
︒
若シ
汝チ
︑欝
テ
曰ク
︒
爲乄
壱
徃
生
浄
土ノ
一
也
︒
我レ
又タ
難乄
汝ヲ
一
曰ク
︒
一
向
專
稱ノ
解
釋ノ
外ニ
全ク
無シ
壱
徃
生
浄
土ノ
之
語ハ
一︒
汝チ
何ソ
作ス
此ノ存
ヲ
一
乎ヤ
︒
若シ
汝チ
︑
言イ
ハ
鰯
雖モ
飲
無ト
飲
文
︑
理
必ス
可ト
芋
然ル
茨
者ハ
︑
我
又
作ス
壱
此ノ個
ヲ
一︒埋
モ
溢
文ニ
無ト
壱
意
業ノ
義
一︑
理
必ス
有ル
飲
之レ
也
︒
若シ
有ヲ
此ノ
義
一
者ハ
︑
意
業
一
向ノ
義ハ
即チ
是レ
以テ
菩
提
心ヲ
一
︻
四
二
丁
ウ
︼
可シ
飲
爲ス
飲
先キ
ト︒
是ノ
故ニ
若シ
約セ
鰯
称
名ヲ
𣇣ク
壱
散
善
門ニ
一
義ニ
茨
者ハ
︑
可シ
飲
謂フ
︒
雖ト
モ
飲
不ト
溢
修
壱
別
別ノ
定
散
諸
善ヲ
一︑
發乄
菩
提
心ヲ
一
一
向
称
名セ
ハ︑
必ス
得
壱
徃
生ヲ
一
︿
爲
言
﹀
︒
汝チ
何ソ
引テ
此ノ
文ヲ
一
簡ハ
ム
壱
徃
生
正
因ノ
菩
提
心ヲ
一
乎ヤ
︒
︽
訓
︾
若
し
︑
汝
︑
文
に

一
向
称
名

と
云
ふ
外
に
全
く

意
業
の
義
無
し

と
言
は
ば
︑
我
れ
汝
に
問
ふ
︒

一
向
称
名
の
元
意
は
︑
何
の
義
利
に
依
る
と
か
せ
ん
や

︒
若
し
︑
汝
︑
答
へ
て
曰
は
く
︒

往
生
浄
土
の
為
な
り

︒
我
れ
︑
又
汝
を
難
じ
て
曰
は
く
︒

一
向
専
称
の
解
釈(4
)
の
外
に
︑
全
く
往
生
浄
土
の
語
は
無
し
︒
汝
︑
何
ぞ
此
の
説
を
作
す
や

︒
若
し
︑
汝

文
無
し
と
雖
も
︑
理
必
ず
然
る
べ
し

と
言
は
ば
︑
我
れ
又
此
の
説
を
作
す
︒

文
に
意
業
の
義
無
し
と
雖
も
︑
理
必
ず
之
れ
有
る
な
り
︒
若
し
此
の
義
有
ら
ば
︑
意
業
一
向
の
義
は
即
ち
是
れ
︑
菩
提
心
を
以
て
先
と
す
べ
し

︒
是
の
故
に
︑
若
し

称
名
を
散
善
門
に
置
く
義

に
約
せ
ば
︑
謂
ふ
べ
し
︒

別
別
の
定
散
諸
善
を
修
せ
ず
と
雖
も
︑
菩
提
心
を
発
し
て
一
向
称
名
せ
ば
︑
必
ず
往
生
を
得

︿
言
は
ん
と
す
﹀
︒
汝
︑
何
ぞ
此
の
文(5
)
を
引
き
て(6
)
︑
往
生
正
因
の
菩
提
心
を
簡
ば
ん
や
︒
註(
4
)

一
向
専
称

︑

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒
(
5
)

こ
の
文

︑

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒
(
6
)

引
用

︑

選
択
集

第
十
二
章
︑

昭
法
全

三
三
八
頁
︒
︽
翻
刻
︾
次
壱
約セ
鰯
𣇣ク
壱
定
善
門ニ
一
義ニ
茨
者ハ
︑
十
三
定
觀ノ
中ノ
第
九
觀ハ
︑
是レ
爲ス
壱
根
本ト
一︒
餘
觀ハ
是レ
伴
︒
定
亦
此ノ
諸
定
方
便
根
本
各
各ニ
差
別セ
リ︒
一
一ニ
修セ
ハ
之ヲ
︑
日
-
數姐
-
別シ
︑
心
-
想
疲
-
勞セ
ム︒
稱
名
三
昧ハ
是レ暫
定
︑
又
是レ
根
本ナ
リ︒
與ト
第
九
觀
一
無シ
別
體
一︒
然モ
就テ
此ノ
根
本
三
昧ニ
一
亦
有リ
壱
方
便
根
本
一︒
謂ク
︒
口
称ハ
者
是レ
方
便
也
︒
三
昧
成
就
者ハ
是レ
根
本
也
︒
是ノ
故ニ
︑扎
ノ
所個
ノ
十
餘ノ
定
觀ハ
︑
皆
爲メ
ナ
リ壱
徃
生
浄
土ノ
業
因ノ
一︒
其ノ
中ニ
雖モ
飲
不ト
飲
修セ
壱
別
別ノ
諸
定ヲ
一
若シ
口
称
三
昧
成
就セ
者ハ
︑
徃
生
浄
土
無ラ
ム
飲
疑ヒ
︒
亦
於
自
餘ノ
諸
定ニ
一
可キ
飲
得
壱
成
就ヲ
︻
四
三
丁
オ
︼
也
︒
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
八
三
︽
訓
︾
次
に

定
善
門
に
置
く
義

に
約
せ
ば
︑
十
三
定
観
の
中
の
第
九
観
は
是
れ
根
本
と
す
︒
余
観
は
是
れ
伴
定
︒
亦
た
此
の
諸
定
︑
方
便
と
根
本
と
各
各
に
差
別
せ
り
︒
一
一
に
之
れ
を
修
せ
ば
︑
日
数
隔
別
し
心
想
疲
労
せ
ん
︒

称
名
三
昧

は
是
れ

惣
定

︒
又
是
れ

根
本

な
り
︒
第
九
観
と
別
体
無
し
︒
然
も
︑
此
の
根
本
三
昧
に
就
き
て
も
亦
た
方
便
・
根
本
有
り
︒
謂
は
く
︒
口
称
は
是
れ
方
便
な
り
︒
三
昧
成
就
は
是
れ
根
本
な
り
︒
是
の
故
に
︑
今
の
所
説
の
十
余
の
定
観
は
︑
皆
な
往
生
浄
土
の
業
因
の
為
な
り
︒
其
の
中
に
別
別
の
諸
定
を
修
せ
ず
と
雖
も
︑
若
し
口
称
三
昧
成
就
せ
ば
︑
往
生
浄
土
︑
疑
い
無
か
ら
ん
︒
亦
た
自
余
の
諸
定
に
お
い
て
成
就
を
得
べ
き
な
り
︒
︽
翻
刻
︾
又
與ト
壱
第
九ノ
真
身
觀
一
無カ
別
體
一
故ニ
︑
十
餘ノ
春(マ
マ
)属
諸
定
︑
皆
可シ
溢
得
壱
成
就ヲ
一︒
是ノ
故ニ
云フ
一
向
專
称
等ト
一︒農
文ニ
︻
三
五
八
頁
下
︼
云フ
持
無
量
壽
佛
名ト
一
亦
如ク
飲
此ノ
可シ
准
知
一︒
如シ
善
導ノ
釋
云カ
一︒
必ス
可シ
具
足ス
三
心ヲ
一︒
若
隨
一
闕ヌ
レ
ハ
不ス
徃
生セ
一
︿
取
意
﹀
︒
汝
又
所ロ
飲
許ス
也
︒
然ラ
者ハ
善
導ノ
釋
︑
兼ヌ
ル
壱
心
念ヲ
一
義
明ケ
シ
矣
︒
其ノ
旨
如シ
壱
第
一
門ニ
成ル
カ
一︒
︽
訓
︾
又
︑
第
九
の
真
身
観
と
別
体
無
き
が
故
に
︑
十
余
の
眷
属
諸
定
︑
皆
な
成
就
を
得
べ
し
︒
是
の
故
に

一
向
専
称

等
と
云
ふ
︒

経

文
に

持
無
量
寿
仏
名(7
)

と
云
ふ
も
亦
た
此
の
ご
と
く
准
知
す
べ
し
︒
善
導
の

釈

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ
し
︒
若
し
︑
随
ひ
て
一
も
闕
け
ぬ
れ
ば
往
生
せ
ず(8
)
︿
取
意
﹀
︒
汝
︑
又
許
す
所
な
り
︒
然
ら
ば
︑
善
導
の

釈

︑
心
念
を
兼
ぬ
る
義
︑
明さや
け
し
︒
其
の
旨
︑
第
一
門
に
成
ず
る
が
ご
と
し
︒
註(
7
)

観
無
量
寿
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
六
頁
中
︒
(
8
)

往
生
礼
讃
偈

︑

大
正
蔵

四
七
︑
四
三
八
頁
下
︒
︽
翻
刻
︾
濂
ク
依テ
釋
-
文ノ
方
軌ニ
一
解ル
ニ
壱
此ノ
文
義ノ
分
齊ヲ
一︑
就テ
善
導ノ
解
釋ノ
中ニ
一
於テ
浄
土ノ
諸
行ノ
中ニ
一︑
或ハ
有リ
溢
唯
出ス
ヿ
壱
體
聲
爲
聲ノ
二
句ヲ
一︒
如シ
飲
云カ
壱
同
發
菩
提
心
︿
躰
聲
也
﹀
︒
徃
生
安
樂
國
︿
爲
聲
也
﹀
等ト
一︒
此ハ
於テ
發
菩
提
心ノ
之
體
聲ノ
中ニ
一
攝ス
ル
壱
一
向
專
念ノ
之
業
聲ヲ
一
也
︒
或ハ
有リ
鰯
唯
出乄
一
向
專
念ノ
之
業
聲ヲ
一
攝ス
ル
ヿ芋
發
菩
提
心
之
體
聲ト
徃
生
極
樂ノ
之
爲
聲トヲ
茨︒
即チ
如キ
壱
此ノ
一
向
專
稱ノ
解
釋ノ
一
也
︒
如ノ
此ノ
例
非ス
飲
一ニ
︒
是ノ
︻
四
三
丁
ウ
︼
故
︑
捨テ
菩
提
心ノ
體ヲ
一
立ツ
ル
壱
稱
名ノ
業ヲ
一︒
如シ
溢
捨テ
飲
樹ヲ
求ル
カ
壱
影ヲ
一︒
何ソ
其レ
可キ
飲
得
乎ヤ
︒
︽
訓
︾
汎
く
︑
釈
文
の
方
軌
に
依
り
て
︑
此
の
文
義
の
分
齊
を
解はつ
る
に
︑
善
導
の
解
釈
の
中
に
就
き
て
︑
浄
土
の
諸
行
の
中
に
お
い
て
︑
或
は
︑
唯
だ

体
声


為
声

の
二
句
を
出
す
こ
と
有
り
︒
同
発
菩
提
心(9
)
︿
体
声
な
り
﹀
︒
往
生
安
楽
国(10
)
︿
為
声
な
り
﹀
︒
等
と
云
ふ
が
ご
と
し
︒
此
は

発
菩
提
心
の
体
声

の
中
に
お
い
て
︑

一
向
専
念
の
業
声

を
摂
す
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
八
四
る
な
り
︒
或
は
︑
唯
だ

一
向
専
念
の
業
声

を
出
し
て

発
菩
提
心
の
体
声

と

往
生
極
楽
の
為
声

と
を
摂
す
る
こ
と
有
り
︒
即
ち
此
の
一
向
専
称
の
解
釈
の
ご
と
き
な
り
︒
此
の
ご
と
く
の
例
︑
一
に
非
ず
︒
是
の
故
に
︑
菩
提
心
の
体
を
捨
て
て
称
名
の
業
を
立
つ
る
は
︑
樹
を
捨
て
て
影
を
求
む
る
が
ご
と
し
︒
何
ぞ
其
れ
得
べ
き
や
︒
註(
9
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
六
頁
上
︒
(
10
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
六
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
又
於テ
浄
土ノ
諸
行ノ
中ニ
一
發
菩
提
心ハ
是レ
男
聲
也
︒
称
名
等ノ
諸
行ハ
是レ
女
聲
也
︒
如シ
逸
男
女
和
合乄
有カ
溢
生ヿ
壱
子ヲ
一︒
若シ
無ク
ハ
壱
菩
提
心ノ
丈
夫
一︑
以テ
誰ヲ
一
爲乄
カ
飲
父ト
成ラ
ム
浄
土ノ浮
子ト
一
乎ヤ
︒
當ニシ
飲
知ル
︒
碑
マ
所ノ
飲
言フ
一
向
專
稱ノ
文ハ
︑
出乄
女
聲ノ
一
行ヲ
一
必
攝ス
ル
壱
男
聲ノ
菩
提
心ヲ
一
也
︒
依テ
壱
此
男
女
二
行ニ
一
為テ
弥
陀ノ
真
子ト
一
必
可キ
飲
立ス
壱
徃
生ノ
行ヲ
一
也
︒
︽
訓
︾
又
︑
浄
土
の
諸
行
の
中
に
お
い
て
︑
発
菩
提
心
は
是
れ
男
声
な
り
︒
称
名
等
の
諸
行
は
是
れ
女
声
な
り
︒
男
女
和
合
し
て
︑
子
を
生
ず
こ
と
有
る
が
ご
と
し
︒
若
し
︑
菩
提
心
の
丈
夫
無
く
ん
ば
︑
誰
を
以
て
父
と
し
て
か
︑
浄
土
の
真
子
と
成
ら
ん
や
︒
当
に
知
る
べ
し
︒
今
言
ふ
所
の
一
向
専
称
の
文
は
︑
女
声
の
一
行
を
出
し
て
︑
必
ず
男
声
の
菩
提
心
を
摂
す
る
な
り
︒
此
の
男
女
二
行
に
依
り
て
︑
弥
陀
の
真
子
と
な
り
て
︑
必
ず
往
生
の
行
を
立
す
べ
き
な
り
︒
︽
翻
刻
︾
是ノ
故ニ
︑
就テ
此ノ
文ニ
一
判セ
壱
宗
趣ヲ
一
者ハ
︑
︿
當
部ノ
所ヲ
飲
崇ル
曰フ
飲
宗
︑
宗カ
之
所ヲ
飲
歸ス
ル
曰フ
飲
趣
︒
如シ
飲
常ノ
﹀
︒
有
二
重
一︒
一ハ
語
意
相
對
︒
稱ス
ル
ヲ壱
佛
名ヲ
一
爲ス
宗ト
︒
心
念
成
就ヲ
爲ス
趣ト
︒
二ハ
因
果
相
對
︒
以テ
壱
心
念
成
就ヲ
一
爲ス
宗ト
︒
以テ
徃
生
浄
土ヲ
一
爲ス
趣ト
︒
若シ
不ス
飲
爾ラ
者ハ
︑
持
無
量
壽
佛
名ノ
之農
文
︑
專
称
彌
陀
佛
名ノ
之踵
︑
釋
只
爲セ
ム
鰯
空ク
動乄
飲
口
舌ヲ
一
無ト
ヤ
芋
飲
所ロ
歸
趣ス
ル
茨
乎
︒
如
何ソ
︒
︽
訓
︾
是
の
故
に
︑
此
の
文
に
就
き
て
宗
趣
を
判
ぜ
ば
︿
当
部
の
崇
あ
が
む
る
所
を

宗

と
曰
ふ
︒
宗
が
帰
す
る
所
を

趣

と
曰
ふ
︒
常
の
ご
と
し
﹀
二
重
有
り
︒
一
は

語
意
相
対

︒
仏
名
を
称
す
る
を

宗

と
す
︒
心
念
成
就
を

趣

と
す
︒
二
は

因
果
相
対

︒
心
念
成
就
を
以
て

宗

と
す
︒
往
生
浄
土
を
以
て

趣

と
す
︒
若
し
爾
ら
ず
ん
ば
︑

持
無
量
寿
仏
名(11
)

の
経
文
︑

専
称
弥
陀
仏
名(12
)

の
疏
釈
︑
只
空
し
く
口
舌
を
動
じ
て
︑
帰
趣
す
る
所
無
し
と
や
せ
ん
や
︒
如
何
ぞ
︒
註(
11
)

観
無
量
寿
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
六
頁
中
︒
(
12
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
八
五
︽
翻
刻
︾
若シ
︻
四
四
丁
オ
︼
言イ
ハ
溢
文ノ
外ニ
有ト
壱
徃
生
浄
土ノ
之
大
益
一
者ハ
︑
必
有ル
壱
此
宗
趣
一
也
︒
若シ
言イ
ハ
飲
可ト
飲
具ス
壱
三
心ヲ
一
者ハ
︑
必
先ツ
以テ
菩
提
心ヲ
一
可シ
飲
爲ス
飲
本ト
︒
善
導服
ニ
云フ
同
發
菩
提
心
等ト
一︒
道
綽
懷
感
等
又
同シ
飲
之
︒
若シ
言イ
ハ
鰯
文ニ
云カ
壱
佛
名ト
一
故ニ
不ト
院
取ラ
壱
心
-
念ヲ
一
者ハ
︑服
ニ
違シ
ヌ
壱
三
心
具
足ノ
之
文ニ
一︒
︽
訓
︾
若
し
︑

文
の
外
に
往
生
浄
土
の
大
益
有
り

と
言
は
ば
︑
必
ず
此
の

宗
趣

有
る
な
り
︒
若
し
︑

三
心
を
具
す
べ
き

と
言
は
ば
︑
必
ず
先
ず
菩
提
心
を
以
て
本
と
す
べ
し
︒
善
導
︑
既
に

同
発
菩
提
心(13
)

等
と
云
ふ
︒
道
綽(14
)
︑
懐
感(15
)
等
︑
又
之
れ
に
同
じ
︒
若
し
︑
文
に

仏
名
と
云
ふ
が
故
に
心
念
を
取
ら
ず

と
言
は
ば
︑
既
に

三
心
具
足(16
)

の
文
に
違
し
ぬ
︒
註(
13
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
六
頁
上
︒
(
14
)

安
楽
集

︑

大
正
蔵

四
七
︑
十
六
頁
中
︒
(
15
)

釈
浄
土
群
疑
論

︑

大
正
蔵

四
七
︑
七
三
頁
下
︒
(
16
)

観
無
量
寿
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
四
頁
下
︒
︽
翻
刻
︾
又
簡ハ
壱
菩
提
心ヲ
一
者ハ
︑
三
性ノ
心
都テ
應シ
飲
不ル
飲
取ラ
飲
之ヲ
乎
︒
若シ
言イ
ハ
鰯
取ト
芋
非サ
ル
壱
菩
提
心
一
之
善
心ヲ
茨
者ハ
︑服
ニ
同ク
取ル
善
心ヲ
一︒
簡テ
菩
提
心ヲ
一
爲セ
ム
飲
︻
三
五
九
頁
上
︼
有ト
カ
壱
何ノ
用
一
乎ヤ
︒
又
都テ
簡ハ
善
心ヲ
一
者ハ
︑
可シ
飲
取ル
不
善
無
記
心ヲ
一
乎ヤ
︒
尓ラ
者ハ
︑
不
善
心
者ハ
惡
趣ノ
之
正
因
也
︒
無
記
心
者ハ
不ス
壱
感
果セ
一︒
若シ
言イ
ハ
壱
三
性ノ
心
都テ
不ト
一
飲
取ラ
飲
之ヲ
者ハ
︑
設ヒ
雖ト
モ
飲
称ト
壱
佛
号ヲ
一
如ナ
ラ
ン壱
風
林
河
等ノ
音
聲ノ
一︒
何ソ
云ヒ
壱
持
佛
名ト
一
云ハ
ム
專
称
佛
名ト
一
乎
︒
︽
訓
︾
又
︑
菩
提
心
を
簡
ば
ば
︑

三
性
の
心

都
て
応
に
之
れ
を
取
ら
ざ
る
べ
し
︒
若
し
︑

菩
提
心
に
非
ざ
る
善
心
を
取
る

と
言
は
ば
︑
既
に
同
じ
く
善
心
を
取
る
︒
菩
提
心
を
簡
び
て
︑
何
の
用
有
り
と
か
せ
ん
や
︒
又
︑
都
て

善
心

を
簡
ば
ば
︑
不
善
無
記
心
を
取
る
べ
し
︒
尓
ら
ば
︑

不
善
心

は
悪
趣
の
正
因
な
り
︒

無
記
心

は
感
果
せ
ず
︒
若
し
︑

三
性
の
心
︑
都
て
之
れ
を
取
ら
ず

と
言
は
ば
︑
た
と
ひ
仏
号
を
称
す
と
雖
も
︑
風
林
河
等
の
音
声(17
)
の
ご
と
く
な
ら
ん
︒
何
ぞ

持
仏
名

と
云
ひ
︑

専
称
仏
名

と
云
は
ん
や
︒
註(
17
)
︻
参
考
︼

倶
舎
論


声
唯
八
種
︵
中
略
︶
風
林
河
等
所
発
音
量

︑

大
正
蔵

二
九
︑
二
頁
下
︒
︽
翻
刻
︾
問
︒
若シ
尓
者ハ
︑
何カ
故ソ
准ス
ル
ニ
善
導ノ
釋ニ
一
第
十
八
願ノ
中ニ
以テ
稱
名ヲ
一
爲
飲
先ト
乎ヤ
︒
︻
四
四
丁
ウ
︼欝
如シ
前ニ存
カ
一
言フ
壱
至
心
信
樂ト
一︑
即チ
是レ
真
心
相
應ノ
之
称
名
也
︒
汝
亦
許ス
三
心
具
足ノ
義ヲ
一︒
爾ラ
者ハ
︑
是レ
念
佛
三
昧
也
︒
若シ
不ス
鰯
與
壱
此ノ
心
一
相
應セ
茨
者ハ
︑
念
佛
三
昧ノ
義
不サ
ラ
ム飲成セ
︒
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
八
六
若シ
失シ
テ
此ノ
義ヲ
一
唯タタ
守ラ
壱
持
無
量
壽
佛
名
之
文
字ヲ
一
者ハ
︑
何カ
故ソ
︑踵
ノ
第
一
巻ニ
釋シ
テ
云
︒
此ノ
經ハ
觀
佛
三
昧ヲ
爲ハ
飲
宗
︑
亦
念
佛
三
昧ヲ
爲ス
飲
宗
︿
云
云
﹀
︒
可シ
飲
相
壱
違
此ノ
釋ニ
一︒
何ト
ナ
ラ者ハ
︑
以テ
ノ
鰯
称
名ト
與
壱
心
念ト
一
相
應ス
ル
ヲ茨
故ニ
︒
︽
訓
︾
問
ふ
︒
若
し
尓
ら
ば
︑
何
が
故
ぞ
︑
善
導
の
釈(18
)
に
准
ず
る
に
︑
第
十
八
願
の
中
に
称
名
を
以
て
先
と
せ
ん
や
︒
答
ふ
︒
前
に
説
く(19
)
が
ご
と
し
︒

至
心
信
楽(20
)

と
言
ふ
︒
即
ち
是
れ
真
心
相
応
の
称
名
な
り
︒
汝
も
亦
た
三
心
具
足
の
義
を
許
す
︒
爾
ら
ば
︑
是
れ
念
仏
三
昧
な
り
︒
若
し
︑
此
の
心
と
相
応
せ
ず
ん
ば
︑
念
仏
三
昧
の
義
︑
成
ぜ
ざ
ら
ん
︒
若
し
︑
此
の
義
を
失
し
て
︑
唯
だ

持
無
量
寿
仏
名

の
文
字
を
守
ら
ば
︑
何
が
故
ぞ

疏

の
第
一
巻
に
釈
し
て
云
は
く
︒
此
の
経
は
観
仏
三
昧
を
宗
と
為
はママ
︑
亦
た
念
仏
三
昧
を
宗
と
す(21
)
︿
云
云
﹀
︒
此
の
釈
に
相
違
す
べ
し
︒
何
と
な
ら
ば

称
名

と

心
念

と
相
応
す
る
を
以
て
の
故
に
︒
註(
18
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
五
〇
頁
中
︒
(
19
)

前
に
説
く

︑

摧
邪
輪

巻
上
︑

鎌
旧

三
二
六
頁
下
︒
(
20
)

至
心
信
楽

︑

無
量
寿
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
二
六
八
頁
上
︒
(
21
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
七
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
設ヒ
雖モ
飲
非ト
壱
修

ニ
一
可シ
飲
得
壱
聞
思
相
應ノ
念
佛
三
昧ヲ
一︒
又
設ヒ
雖モ
飲
不ト
飲
發セ
壱
聞
惠ヲ
一︑
於テ
壱
生
得
善
心ノ
中ニ
一
︿
准シ
テ
壱
倶
舍
等ノ
四
惠
相
生ノ
義ニ
一
碑
出
生
得ヲ
一
可
飲
知
﹀
生ス
壱
甚
深ノ
愛
敬ノ
念ヲ
一︒
以テ
壱
此ノ
念
是レ
三
昧ノ
方
便ナ
ル
ヲ一
故ニ
︑
於テ
飲
因ニ
立テ
果ノ
名ヲ
一
名ク
ル
壱
念
佛
三
昧ト
一
也
︒
此ノ
義
亦
如シ
壱
前ニ
成ス
ル
カ一︒
︽
訓
︾
た
と
ひ

修



に
非
ず
と
雖
も
︑
聞
思
相
応
の
念
仏
三
昧
を
得
べ
し
︒
又
︑
た
と
ひ

聞
恵

を
発
せ
ず
と
雖
も
︑
生
得
善
心
の
中
に
お
い
て
︑
︿

倶
舎

等
の

四
恵
相
生
の
義(22
)

に
准
じ
て
︑
今
︑
生
得
を
出
す
︒
知
る
べ
し
﹀
︒
甚
深
の
愛
敬
の
念
を
生
ず
︒
此
の
念
是
れ
三
昧
の
方
便
な
る
を
以
て
の
故
に
︑
因
に
お
い
て
果
の
名
を
立
て
て

念
仏
三
昧

と
名
づ
く
る
な
り
︒
此
の
義
も
亦
た
前
に
成
ず
る(23
)
が
ご
と
し
︒
註(
22
)

倶
舎
論

︑

大
正
蔵

二
九
︑
一
頁
中
・
一
一
六
頁
中
︒
(
23
)

前
に
成
ず
る

︑

摧
邪
輪

巻
中
︑

鎌
旧

三
五
三
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
或ハ
有リ
鰯
於テ
称
名ノ
位ニ
隨
分ニ
攝ス
ル
カ壱
散
心ヲ
一
故ニ
假
芋-
立ス
ル
定ノ
名ヲ
茨︒
或ル
師
︑
於テ
称
名ニ
一
立ツ
ル
斂
心
定ノ
名ヲ
︻
四
五
丁
オ
︼
是
也
︒碑
ハ
述フ
大
綱ヲ
一︒
不サ
ル
飲
可ラ
飲
違ス
壱
諸
門ニ
一
也
︒
是ノ
故ニ
付
壱-
属ス
ル
ハ
称
名ヲ
一︑
即チ
是レ
付
壱-
属ス
ル
念
佛
三
昧ヲ
一
也
︒
付
壱-
属ス
ル
念
佛
三
昧ヲ
一
即
是
付
壱-
属ス
ル
觀
佛
三
昧ヲ
一
也
︒
宗
㫖
属
累
相
成シ
テ
無キ
飲
違
也
︒
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
八
七
︽
訓
︾
或
は
︑

称
名
の
位

に
お
い
て
随
分
に
散
心
を
摂
す
る
が
故
に

定

の
名
を
仮
立
す
る
こ
と
有
り
︒
或
る
師
︑
称
名
に
お
い
て

斂
心
定

の
名
を
立
つ
る(24
)
︑
是
れ
な
り
︒
今
は
大
綱
を
述
ぶ
︒
諸
門
に
違
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
是
の
故
に
︑

称
名
を
付
属
す
る

は
︑
即
ち
是
れ

念
仏
三
昧
を
付
属
す
る

な
り
︒

念
仏
三
昧
を
付
属
す
る

は
︑
即
ち
是
れ

観
仏
三
昧
を
付
属
す
る

な
り
︒
宗
旨
属
累
︑
相
成
し
て
違
無
き
な
り
︒
註(
24
)
︻
参
考
︼
明
恵
述
高
信
編

解
脱
門
義
聴
集
記


方
便
定
ヲ
又
斂
心
定
ト
云
也

︑

金
沢
文
庫
研
究
紀
要

四
︑
一
五
二
頁
︒
︽
翻
刻
︾
然ニ
菩
提
心ト
者ハ
︑
志
壱
求ス
ル
佛
果ヲ
一
心ナ
ル
カ
故ニ
︑
於テ
定
散
二
善ニ
一
皆
通シ
テ
有リ
飲
之レ
︒暫
シ
テ
言ヘ
ハ
飲
之ヲ
︑
從リ
飲
因
向
飲
果ニ
一
切ノ
心
慈
悲
願
行
等
皆ナ
無カ
鰯
不コ
ト
芋
與
壱
菩
提
心
一
相
應セ
茨
故ニ
︑碑
ノ
念
佛
三
昧ノ
觀
佛
三
昧ト
者ハ
︑
正ク
觀
壱-
念ス
ル
カ
佛
菩
提ノ
果ヲ
一
故ニ
︑
即チ
是レ
三
昧ノ
菩
提
心
也
︒
︽
訓
︾
然
る
に
︑
菩
提
心
と
は
仏
果
を
志
求
す
る
心
な
る
が
故
に
︑
定
散
二
善
に
お
い
て
︑
皆
な
通
じ
て
之
れ
有
り
︒
惣
じ
て
之
れ
を
言
へ
ば
︑
因
依
り
果
に
向
う
一
切
の
心
︑
慈
悲
︑
願
行
等
︑
皆
な
菩
提
心
と
相
応
せ
ざ
る
こ
と
無
き
が
故
に
︒
今
の

念
仏
三
昧
の
観
仏
三
昧

と
は
︑
正
し
く

仏
菩
提
の
果
を
観
念
す
る

が
故
に
︑
即
ち
是
れ

三
昧
の
菩
提
心

な
り
︒
︽
翻
刻
︾
凡ソ
六
度ノ
行
皆
以テ
菩
提
心ヲ
一
爲ス
飲
本ト
︒
其
中ニ
諸ノ
三
昧
善
︑
設ヒ埋
ト
モ
飲
非
壱
念
︻
三
五
九
頁
下
︼
佛
三
昧ニ
一︑
其ノ
心
順シ
テ
壱
法
無
我ノ
理ニ
一
所ノ
飲
修ス
ル
三
昧ヲ
ハ
皆
-
以
名ク
壱
菩
提ノ
行ト
一︒
其ノ
所
依ノ
心ヲ
ハ
名ク
ル
壱
菩
提
心ト
一
也
︒
是ノ
故ニ
第
三
地ノ
菩
薩
修ス
ル
四検
等ヲ
一︒
皆
-
是
菩
提ノ
行
也
︒
其ノ
所
依ノ
心ハ
是レ
菩
提
心
也
︒
︽
訓
︾
凡
そ
︑
六
度
の
行
︑
皆
な
菩
提
心
を
以
て
本
と
す
︒
其
の
中
に
諸
ろ
の
三
昧
善
︑
た
と
ひ
念
仏
三
昧
に
非
ず
と
雖
も
︑
其
の
心
︑
法
無
我
の
理
に
順
じ
て
修
す
る
所
の
三
昧
を
ば
︑
皆
な
以
て

菩
提
の
行

と
名
づ
く
︒
其
の
所
依
の
心
を
ば
︑

菩
提
心

と
名
づ
く
る
な
り
︒
是
の
故
に
︑
第
三
地
の
菩
薩
︑
四
禅
等
を
修
す
る
︒
皆
な
是
れ

菩
提
の
行

な
り
︒
其
の
所
依
の
心
は
是
れ
菩
提
心
な
り
︒
︽
翻
刻
︾
依テ
飲
之ニ
︻
四
五
丁
ウ
︼
菩
提
行
經ニ
ハ
云フ
菩
提
心莠
慮
波
羅
密
等ト
一︒
蓮
華
戒
菩
薩ノ
廣
釋
菩
提
心
論ニ
廣ク
明ス
ニ
壱
菩
提
心ノ
義ヲ
一︑
亦
引テ
諸
經ヲ
一
多ク個
ク
三
昧
善ヲ
一︒
即
此ノ
意
也
︒
又
非ス
溢
唯
限ル
ニ
壱
三
昧
善ニ
ノ
ミ一︑
自
餘ノ
諸
行
皆
-
以テ
如シ
飲
是ノ
︒
是ノ
故ニ
羅
什
所
譯ノ
二
巻ノ
菩
提
心
論ニ
明ス
ニ
壱
菩
提
心ノ
義ヲ
一︑
廣ク個
ケ
リ
六
度ノ
行ヲ
︒
又
菩
提
行農
ニ
名ク
壱
菩
提
心
忍
辱
波
羅
蜜
菩
提
心
精
進
波
羅
蜜
等ト
一︒
又
菩
提
資
糧
論ニ個
テ
壱
六
度ヲ
一
名ク
菩
提ノ
資
糧ト
一︒
彼ノ
論ニ
云ク
︒
菩
提ト
者ハ
︑
一
切
智
智ノ
故ニ
︑
資
糧ト
者ハ
︑
能ク晟
ス
ル
菩
提ヲ
一
法ナ
ル
カ
故ニ
︿
等
云
云
﹀
︒
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
八
八
︽
訓
︾
之
れ
に
依
り
て
︑

菩
提
行
経

に
は
︑
菩
提
心
静
慮
波
羅
蜜(25
)
等
と
云
ふ
︒
蓮
華
戒
菩
薩
の

広
釈
菩
提
心
論

に
広
く
菩
提
心
の
義
を
明
か
す
に
︑
亦
た
諸
経
を
引
き
て
多
く

三
昧
善(26
)

を
説
く
︒
即
ち
此
の
意
な
り
︒
又
︑
唯
だ

三
昧
善

に
の
み
限
る
に
非
ず
︒
自
余
の
諸
行
︑
皆
な
以
て
是
の
ご
と
し
︒
是
の
故
に
︑
羅
什
所
訳
の
二
巻
の

菩
提
心
論(27
)

に
︑
菩
提
心
の
義
を
明
か
す
に
︑
広
く
六
度
の
行
を
説
け
り
︒
又
︑

菩
提
行
経

に
菩
提
心
忍
辱
波
羅
蜜(28
)
︒
菩
提
心
精
進
波
羅
蜜(29
)
︒
等
と
名
づ
く
︒
又
︑

菩
提
資
糧
論

に
︑
六
度
を
説
き
て
菩
提
の
資
糧(30
)
と
名
づ
く
︒
彼
の

論

に
云
は
く
︒
菩
提
と
は
一
切
智
智
の
故
に
︒
資
糧
と
は
能
く
菩
提
を
満
す
る
法
な
る
が
故
に(31
)
︿
等
云
云
﹀
︒
註(
25
)

菩
提
行
経

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
五
二
頁
中
︒
(
26
)

広
釈
菩
提
心
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
六
三
頁
下
～
五
六
四
頁
中
︒
(
27
)

発
菩
提
心
経
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
一
一
頁
上
～
五
一
五
頁
中
︒
(
28
)

菩
提
行
経

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
四
七
頁
中
︒
(
29
)

菩
提
行
経

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
五
〇
頁
下
︒
(
30
)

菩
提
資
糧
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
二
五
頁
下
︒
(
31
)

菩
提
資
糧
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
一
七
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
彼ノ
所
依ノ
心ハ
是レ
菩
提
心
也
︒
又
華
嚴ノ
十
行
十
許
向
十
地
品
等ノ
意
︑
皆
是レ
同ス
飲
之ニ
︒
此
等ノ
文
義
︑
不
飲
能
壱
具ニ
出ス
ニ︒
是
故ニ
念
佛ノ
善
根
︑
若ハ
散
︑
若ハ
定
︑
離テ
ハ
菩
提
心ヲ
一
以テ
カ
飲
何ヲ
爲セ
ム
所
依ト
一
乎
︒
就ニ
飲
中
善
導
和
尚
︻
四
六
丁
オ
︼服
ニ
引テ
功
德
雲
比
丘ノ
念
佛
三
昧ノ
文ヲ
一
證
壱-
成ス
萬
行ノ
中ノ
一
行ノ
義ヲ
一︒
然ニ
此ノ
比
丘
︑
善
財
知
識ノ
中ニ
ハ
爲タ
リ
壱
初
發
心
住ノ
善
友
一︒
︽
訓
︾
彼
の
所
依
の
心
は
是
れ
菩
提
心
な
り
︒
又
︑

華
厳

の

十
行(32
)


十
廻
向(33
)


十
地
品(34
)

等
の
意
︑
皆
な
是
れ
︑
之
れ
に
同
ず
︒
此
等
の
文
義
︑
具
さ
に
出
す
に
能
は
ず
︒
是
の
故
に
︑
念
仏
の
善
根
︑
若
し
は

散

︑
若
し
は

定

︑
菩
提
心
を
離
れ
て
は
︑
何
を
以
て
か
所
依
と
せ
ん
や
︒
中
に
就
く
に
︑
善
導
和
尚
︑
既
に
功
徳
雲
比
丘
の
念
仏
三
昧
の
文(35
)
を
引
き
て
︑
万
行
の
中
の
一
行
の
義
を
証
成
す(36
)
︒
然
る
に
︑
此
の
比
丘
︑
善
財
が
知
識
の
中
に
は
初
発
心
住
の
善
友
た
り(37
)
︒
註(
32
)

十
行

︑
六
〇
巻

華
厳
経


功
徳
華
聚
菩
薩
十
行
品

︑

大
正
蔵

九
︑
四
六
六
頁
～
︒
(
33
)

十
廻
向

︑
六
〇
巻

華
厳
経


金
剛
幢
菩
薩
十
廻
向
品

︑

大
正
蔵

九
︑
四
八
八
頁
～
︒
(
34
)

十
地

︑
六
〇
巻

華
厳
経


十
地
品

︑

大
正
蔵

九
︑
五
四
二
頁
～
︒
(
35
)

功
徳
雲
比
丘
念
仏
三
昧
文

︑
六
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

九
︑
六
八
九
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
八
九
頁
下
～
六
九
〇
頁
中
・
八
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

十
︑
三
三
四
頁
上
︒
(
36
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
九
頁
下
︒
(
37
)
六
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

九
︑
六
八
九
頁
下
～
六
九
〇
頁
中
・
八
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

十
︑
三
三
四
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
發
心ト
者ハ
︑
即
發
菩
提
心
也
︒
此ノ
比
丘
以テ
ノ
飲
爲ヲ
壱
念
佛
三
昧ノ
主
一
故ニ
善
財
初ニ
對シ
テ
文
殊ニ
一
入リ
テ
法
界
信
位ニ
一
依テ
文
殊ノ
㫖
示ニ
一
次ニ
値フ
此ノ
比
丘ニ
一︒
比
丘個
ニ
壱
念
佛
三
昧ノ
法ヲ
一︑
善
財
聞テ
飲
之ヲ
種
姓
顯
發シ
テ
即
入ル
壱
發
菩
提
心
住ニ
一︒
香
象
大
師
釋
壱
發
心
住ノ
名ヲ
一
云
︒
於テ
大
菩
提ニ
一
起シ
テ
壱
決
定
心ヲ
一
入
位
不
退ナ
ル
カ
故ニ
云フ
初
發
心ト
一
︿
等
云
云
﹀
︒
︽
訓
︾

発
心

と
は
︑
即
ち

発
菩
提
心

な
り
︒
此
の
比
丘
︑
念
仏
三
昧
の
主
た
る(38
)
を
以
て
の
故
に
︑
善
財
︑
初
め
に
文
珠
に
対
し
て

法
界
信
位

に
入
り
て
︑
文
珠
の
指
示
に
依
り
て
︑
次
に
此
の
比
丘
に
値
ふ
︒
比
丘

念
仏
三
昧
の
法

を
説
く
に
︑
善
財
︑
之
れ
を
聞
き
て

種
姓
顕
発

し
て
︑
即
ち

発
菩
提
心
住

に
入
る
︒
香
象
大
師

発
心
住
の
名

を
釈
し
て
云
は
く
︒
大
菩
提
に
お
い
て
︑
決
定
心
を
起
し
て
入
位
不
退
な
る
が
故
に
初
発
心
と
云
ふ(39
)
︿
等
云
云
﹀
︒
註(
38
)
六
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

九
︑
六
九
〇
頁
中
︒
(
39
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
一
九
七
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
又
釋シ
テ
行
本ノ
義ヲ
一
云
︒
謂ク
︒
發
菩
提
心ヲ
爲ス
壱
十
住ノ
之
本ト
一︒
但
轉シ
テ
壱
此
心ヲ
一
漸ク
増
勝ス
ル
カ
故ニ
︒
成カ
壱
後ノ
諸
住ヲ
一
故
也
︿
已
上
﹀
︒
當
飲
知
︒
非ス
溢
唯
成ノ
ミ
ニ壱
後ノ
九
住ヲ
一︑
十
行
十
向
十
地
皆
依テ
壱
此
初
住ニ
一
成ス
ル
也
︒
是
故
其ノ
名
-
義
︑
通シ
テ
壱
十
地ノ
自
體
真
無
漏
道ニ
一
尚シ
有
壱
為ス
ル
飲
初
義
一︒
︻
四
六
丁
ウ
︼
謂ク
︒
此ヲ
ハ
云ヒ
壱
發
心
住ト
一︑
彼ヲ
ハ
云フ
壱
歡
喜
地ト
一
者ハ
︑
此ハ
擧ケ
壱
能
發ノ
之
心ヲ
一︑
彼ハ
出ス
壱
所
發ノ
之
歡
喜ヲ
一︒
十
地
尚
爾リ
︑
況ヤ
十
行
十許
︻
三
六
〇
頁
上
︼
向ヲ
ヤ
乎
︒
此ノ
義
︑
具ニ
ハ
可シ
飲
見ル
壱


光
法
師ノ
華
嚴
義
記ヲ
一︒
︽
訓
︾
又

行
本
の
義

を
釈
し
て
云
は
く
︒
謂
は
く
︑
発
菩
提
心
を
十
住
の
本
と
す
︒
但
だ
此
の
心
を
転
じ
て
漸
く
増
勝
す
る
が
故
に
︒
後
の
諸
住
を
成
す
が
故
な
り(40
)
︿
已
上
﹀
︒
当
に
知
る
べ
し
︒
唯
だ
後
の
九
住
を
成
す
の
み
に
非
ず
︒

十
行


十
向


十
地

皆
な
此
の

初
住

に
依
り
て
成
ず
る
な
り
︒
是
の
故
に
︑
其
の
名
義
︑
十
地
の
自
体
真
無
漏
道
に
通
じ
て
︑
尚
し
初
義
と
す
る
こ
と
有
り
︒
謂
は
く
︒
此
を
ば

発
心
住

と
云
ひ
︑
彼
を
ば

歓
喜
地

と
云
ふ
は
︑
此
は

能
発
の
心

を
挙
げ
︑
彼
は

初
発
の
歓
喜

を
出
す
︒

十
地

尚
爾
り
︒
況
や

十
行


十
廻
向

を
や
︒
此
の
義
︑
具
さ
に
は


光
法
師
の

華
厳
の
義
記(41
)

を
見
る
べ
し
︒
註(
40
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
一
九
七
頁
上
︒
(
41
)
失
︒
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
九
〇
︽
翻
刻
︾
農
ノ
中ニ個
テ
壱
入
住ノ
行ヲ
一
云
︒
諸
佛
子
︑
何
等カ
是
菩
薩
摩
訶
薩ノ
初
發
心
住
︒
此ノ
菩
薩
︑
見ル
鰯
佛ノ
三
十
二
相
八
十
種
好
妙
色
具
足シ
テ︑
尊
重ニ
シ
テ
難キ
ヲ
芋
遇ヒ
茨︒
或ハ
覩ル
壱
神
變ヲ
一︒
或ハ
聞ク
壱
個
法ヲ
一︒
或ハ
聽ク
壱
敎
誡ヲ
一︒
或ハ
見ル
溢
衆
生ノ
受ル
ヲ
壱
無
量ノ
苦ヲ
一︒
或ハ
聞ク
溢
如
來ノ
廣ク個
ヲ
壱
佛
法ヲ
一︒
發シ
テ
壱
菩
提
心ヲ
一
求テ
一
切
智ヲ
一
一
向ニ
不
飲
許
セ
︿
文
﹀
︒
探
玄
記ノ
第
五ニ
有テ
壱
一ノ
釋
一
云ク
︒
初ノ
六
句ハ
擧ク
壱
發
心ノ
所
依
縁ヲ
一
︿
私
云
從
壱
見
佛
三
十
二
相
一
至マ
テ
壱
或
聞
如
來
廣存
佛
法ニ
一
是
也
﹀
︒
次ノ
一
句ハ
明ス
壱
所
發
心ノ
體ヲ
一
︿
私
云
︒
發
菩
提
心ノ
一
句
也
﹀
︒
次ノ
一
句ハ
明ス
壱
發
心ノ
所
求ヲ
一
︿
私
云
求
一
切
智
一
句
也
﹀
︒
後ノ
一
句ハ
明ス
飲
不ヿ
ヲ
壱
退
還セ
一
︿
私
云
︒
一
向
不許
ノ
一
-
句
也
﹀
︒
︽
訓
︾

経

の
中
に

入
住
の
行

を
説
き
て
云
は
く
︒
諸
仏
子
よ
︑
何
等
が
是
れ
菩
薩
摩
訶
薩
の
初
発
心
住
︒
此
の
菩
薩
︑
仏
の
三
十
二
相
八
十
種
好
妙
色
具
足
し
て
︑
尊
重
に
し
て
︑
遇
ひ
難
き
を
見
る
︒
或
は
神
変
を
覩
る
︒
或
は
説
法
を
聞
く
︒
或
は
教
誡
を
聴
く
︒
或
は
衆
生
の
無
量
の
苦
を
受
く
る
を
見
る
︒
或
は
如
来
の
広
く
仏
法
を
説
く
を
聞
く
︒
菩
提
心
を
発
し
て
一
切
智
を
求
め
て
一
向
に
廻
せ
ず(42
)
︿
文
﹀
︒

探
玄
記

の
第
五
に
︑

一
の
釈

有
り
て
︑
云
は
く
︒
初
め
の
六
句
は

発
心
の
所
依
縁

を
挙
ぐ
︿
私
に
云
は
く
︒

見
仏
三
十
二
相

従
り

或
聞
如
来
広
説
仏
法

に
至
る
ま
で
︑
是
れ
な
り
﹀
︒
次
の
一
句
は

初
発
心
の
体

を
明
か
す
︒
︿
私
に
云
は
く
︒

発
菩
提
心

の
一
句
な
り
﹀
︒
次
の
一
句
は

発
心
の
所
求

を
明
か
す
︒
︿
私
に
云
は
く
︒

求
一
切
智

の
一
句
な
り
﹀
︒
後
の
一
句
は

退
還
せ
ざ
る
こ
と

を
明
か
す(43
)
︿
私
に
云
は
く
︒

一
向
不
廻

の
一
句
な
り
﹀
︒
註(
42
)
六
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

九
︑
四
四
五
頁
上
︒
(
43
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
一
九
八
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
解シ
テ︻
四
七
丁
オ
︼
曰
︒
九
句ノ
經
文
中ニ
︑
初ノ
六
句
︑
發
心ノ
所
-
依
縁
︒
第
八ハ
所
求ノ
一
切
智
︒
第
九ハ
明ス
壱
發
心
不
退ノ
義ヲ
一︒
第
七ノ
發
菩
提
心ノ
一
句
︑
此ノ
住ノ
體
也
︒存
ク
彼ノ
所
依
縁ヲ
一
中ニ
︑
縁シ
壱
佛
身
相
好
等ヲ
一
念ス
壱
尊
重
難
遇ノ
德
一︒
即
是レ
念
佛ノ
義
也
︒
以テ
飲
此ヲ
爲シ
テ
飲
因ト
發ス
壱
菩
提
心ヲ
一︒
然ニ
汝チ
云フ
溢
菩
提
心
抑ト
壱
念
佛ヲ
一︒
何
其レ
相
翻セ
ル
乎ヤ
︒
︽
訓
︾
解
し
て
曰
は
く
︒
九
句
の
経
文
中
に
︑
初
め
の
六
句
は

発
心
の
所
依
縁

︒
第
八
は

所
求
の
一
切
智

︒
第
九
は

発
心
不
退
の
義

を
明
か
す
︒
第
七
の

発
菩
提
心

の
一
句
︑
此
の

住

の
体
な
り
︒
彼
の

所
依
縁

を
説
く
中
に
︑
仏
身
の
相
好
等
を
縁
じ
︑
尊
重
難
遇
の
徳
を
念
ず
︒
即
ち
是
れ

念
仏
の
義

な
り
︒
此
を
以
て

因

と
し
て
菩
提
心
を
発
す
︒
然
る
に
︑
汝

菩
提
心
︑
念
仏
を
抑
う(44
)

と
云
ふ
︒
何
ぞ
其
れ
︑
相
翻
せ
る
や
︒
註(
44
)

選
択
本
願
念
仏
集

第
十
二
章
︑

昭
法
全

三
四
三
頁
︒
︽
翻
刻
︾
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
九
一
若シ
爾ラ
者ハ
︑
功
德
雲
比
丘
︑
對シ
テ
壱
善
財ニ
一
涌シ
壱
無濁
智ノ
雲ヲ
一
振ヒ
テ
壱
大
雷ノ
音ヲ
一
耀ス
甚
深
念
佛
三
昧ノ
大
電
光ヲ
一︒
爾
時ニ
善
財
菩
提
心ノ
水
︑
何ソ
不ル
壱
枯
竭セ
一
乎
︒
若
云イ
ハ
溢
念
佛
三
昧
爲ト
壱
初
發
心ノ
解
脱
門
一
者ハ
︑
撥
壱
去ス
ル
菩
提
心ヲ
一
之
汝ハ
者
︑
可ケ
ン
飲
爲
壱
念
佛ノ
行
人
一
耶ヤ
︒
如
何ソ
︒
又
功
德
雲
比
丘服
ニ
爲タ
リ
壱
發
心
住ノ
知
識
一︒
十
地
論
云
︒
此
三
昧ハ
是レ
法
體ナ
リ︿
云
云
﹀
︒
此ノ
三
昧ト
者ハ
︑
大
乗
光
明
三
昧
也
︒
十
地ノ
法
門
︻
四
七
丁
ウ
︼
以
壱
此ノ
三
昧ヲ
一
爲ル
飲
躰ト
也
︒
︽
訓
︾
若
し
爾
ら
ば
︑
功
徳
雲
比
丘
︑
善
財
に
対
し
て
無
碍
智
の
雲
を
涌
し
︑
大
雷
の
音
を
振
ひ
て
︑
甚
深
念
仏
三
昧
の
大
電
光
を
耀
す
︒
爾
の
時
に
︑
善
財
︑
菩
提
心
の
水
︑
何
ぞ
枯
渇
せ
ざ
る
や
︒
若
し
︑

念
仏
三
昧
︑
初
発
心
の
解
脱
門
た
り

と
云
は
ば
︑
菩
提
心
を
撥
去
す
る
汝
は
念
仏
の
行
人
と
す
ベ
け
ん
や
︒
如
何
ぞ
︒
又
︑
功
徳
雲
比
丘
︑
既
に

発
心
住
の
知
識

た
り
︒

十
地
論

に
云
は
く
︒
此
の
三
昧
は
是
れ
法
体
な
り(45
)
︑
と
︿
云
云
﹀
︒

此
の
三
昧

と
は

大
乗
光
明
三
昧(46
)

な
り
︒
十
地
の
法
門
︑
此
の
三
昧
を
以
て
体
と
す
る
な
り
︒
註(
45
)

十
地
経
論

︑

大
正
蔵

二
六
︑
一
二
四
頁
中
︒
(
46
)

十
地
経
論

︑

大
正
蔵

二
六
︑
一
二
四
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
准シ
テ
飲
此ニ
宗
家
釋シ
テ
云
︒
十
住ノ
法
門ハ
以テ
壱
菩
薩
無
量
方
便
三
昧ヲ
一
爲ス
飲
體ト
︒
十
行ノ
法
門ハ
以
壱
善
伏
三
昧ヲ
一
爲ス
飲
體ト
︒
十許
向ノ
法
門ハ
以テ
壱
明
智
三
昧ヲ
一
爲
飲
體ト
︒
准
-
知ス
ル
ニ︑
寳
藏
如
來
入テ
壱
不
失
菩
提
心
三
昧ニ
一
示ス
佛
刹ヲ
一︒
淨
土ノ
行
立ル
ヿ︑
以
飲
此ヲ
爲ス
根
本ト
一︒
明
知ヌ
︒
浄
土ノ
諸
行ハ
皆
以テ
壱
不
失
菩
提
心
三
昧ヲ
一
為
飲
體ト
也
︒
汝
何ソ
号シ
テ
壱
浄
土
宗ノ
行
人ト
一
撥
壱-
去ス
ル
︻
三
六
〇
頁
下
︼
菩
提
心ヲ
一
乎
︒
︽
訓
︾
此
に
准
じ
て
︑
宗
家
釈
し
て
云
は
く
︒
十
住
の
法
門
は
︑
菩
薩
無
量
方
便
三
昧
を
以
て
体
と
す
︒(47
)
十
行
の
法
門
は
︑
善
伏
三
昧
を
以
て
体
と
す
︒(48
)
十
廻
向
の
法
門
は
︑
明
智
三
昧
を
以
て
体
と
す
︒(49
)
准
知
す
る
に
︑
宝
蔵
如
来

不
失
菩
提
心
三
昧

に
入
り
て
仏
刹
を
示
す
︒(50
)

浄
土
の
行

立
つ
る
こ
と
︑
此
を
以
て
根
本
と
す
︒
明
か
に
知
ぬ
︒

浄
土
の
諸
行

は
皆
な

不
失
菩
提
心
三
昧

を
以
て
︑
体
と
す
る
な
り
︒
汝
︑
何
ぞ

浄
土
宗
の
行
人

と
号
し
て
︑
菩
提
心
を
撥
去
す
る
や
︒
註(
47
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
一
九
七
頁
下
︒
(
48
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
二
一
八
頁
中
︒
(
49
)
法
蔵

探
玄
記

︑

大
正
蔵

三
五
︑
二
四
四
頁
上
︒
(
50
)

悲
華
経

︑

大
正
蔵

三
︑
一
八
三
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
又
念
佛
三
昧ノ
名
字ニ
有リ
壱
離
合
二
釋
一︒
先ツ
約ル
ニ
壱
離
門ニ
一
有
壱
三
法
一︒
一
念
二
佛
三
三
昧
也
︒
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
九
二
初ニ
念ト
者ハ
︑
即
正
念
也
︒
如シ
溢
前ニ
言カ
壱
觀
察
正
念
諸
佛
三
昧ト
一︒
然ニ
正
念ト
者ハ
︑
正ク
在ル
壱
菩
提
心ニ
一
也
︒
如シ
壱
離
相
論ニ
云カ
一
菩
提
心ト
者ハ
︑
大
乗ノ
中ニ
最
勝ナ
リ︒
我レ
於テ
壱
此ノ
心ニ
一
安
壱-
住ス
正
-
念ニ
一
︿
文
﹀
︒
是ノ
故ニ
念ノ
言ハ
即
菩
提
心
也
︒
︽
訓
︾
又
︑

念
仏
三
昧

の
名
字
に

離


合

二
釈
有
り
︒
先
ず

離
門

に
約
す
る
に
︑
三
法
有
り
︒
一
は
念
︒
二
は
仏
︒
三
は
三
昧
な
り
︒初
め
に
︑

念

と
は
即
ち

正
念

な
り
︒
前
に(51
)

観
察
正
念
諸
仏
三
昧(52
)

と
言
ふ
が
ご
と
し
︒
然
る
に

正
念

と
は
︑
正
し
く
菩
提
心
に
在
る
な
り
︒

離
相
論

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
菩
提
心
と
は
大
乗
の
中
に
最
勝
な
り
︒
我
れ
此
の
心
に
お
い
て
正
念
に
安
住
す(53
)
︿
文
﹀
︒
是
の
故
に

念

の
言
は
︑
即
ち

菩
提
心

な
り
︒
註(
51
)

前
に

︑

摧
邪
輪

巻
上
︑

鎌
旧

三
二
八
頁
上
︒
(
52
)
六
〇
巻

華
厳
経

︑

大
正
蔵

九
︑
六
九
〇
頁
上
︒
(
53
)

菩
提
心
離
相
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
四
三
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
如シ
壱
同
論ニ
云カ
一
︻
四
八
丁
オ
︼
菩
提
心ト
者ハ
︑
住ス
ル
壱
等
引ニ
一
心ナ
リ︿
文
﹀
︒
此ニ
所ノ
飲
言フ
等
引ト
者ハ
︑
非ル
溢
唯
限ラ
壱
定
心ノ
ミ
一
也
︒
諸
行
若
順レ
ハ
壱
菩
提ニ
一︑
有ル
カ
壱
寂莠
ノ
義
一
故ニ
云フ
等
引ト
︒
如シ
同
論ノ
上ノ
文ニ
云カ
一︒
所
有ノ
諸
佛
三摶
ノ
事
業
︑
一
切
皆
住シ
テ
壱
菩
提
界ノ
中ニ
一
之
所ラ
レ
タ
リ
壱
攝
藏セ
一︒埋
飲
所
飲
攝
壱-
藏ス
ル
彼ノ
一
切ノ
法ヲ
一
而モ
常ニ
寂莠
ナ
リ
ト︿
文
﹀
者ハ
︑
即
此ノ
義
也
︒
即
佛
法ノ
諸
行ハ
通シ
テ
壱
定
散
二
善ニ
一
皆
有リ
此ノ
義
一︒
以
飲
此ヲ
而
言ヘ
ハ︑
外
道
所
有
三
昧ハ
是
雖
飲
爲ト
飲
定
︑
不
飲
順セ
壱
菩
提
心ニ
一︒
無カ
壱
寂莠
ノ
義
一
故ニ
︑
無シ
壱
此ノ
等
引ノ
義
一︒
散
善
等
尚シ
有リ
壱
此ノ
義
一︑
況ヤ
於テ
ヲ
壱
定
善ニ
一
乎
︒
是
故
三
昧ノ
之
言
亦
是
菩
提
心
也
︒
︽
訓
︾
同

論

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
菩
提
心
と
は
︑
等
引
に
住
す
る
心
な
り(54
)
︿
文
﹀
︒
此
に
言
ふ
所
の

等
引

と
は
︑
唯
だ

定
心

の
み
に
限
ら
非
る
な
り
︒

諸
行

若
し
菩
提
に
順
ず
れ
ば

寂
静
の
義

有
る
が
故
に

等
引

と
云
ふ
︒
同

論

の
上
の
文
に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
所
有
の
諸
仏
三
世
の
事
業
︑
一
切
皆
な
菩
提
界
の
中
に
住
し
て
︑
之
れ
摂
蔵
せ
ら
れ
た
り
︒
彼
の
一
切
の
法
を
摂
蔵
す
る
所
と
雖
も
︑
而
も
常
に
寂
静
な
り
と(55
)
︿
文
﹀
︒
と
は
︑
即
ち
此
の
義
な
り
︒
即
ち
仏
法
の
諸
行
は
︑
定
散
二
善
に
通
じ
て
皆
な
此
の
義
有
り
︒
此
を
以
て
言
へ
ば
︑
外
道
の
所
有
の
三
昧
は
︑
是
れ

定

と
す
と
雖
も
菩
提
心
に
順
ぜ
ず
︒

寂
静
の
義

無
き
が
故
に
︑
此
の

等
引

の
義
無
し
︒

散
善

等
︑
尚
し
此
の
義
有
り
︒
況
や

定
善

に
お
い
て
を
や
︒
是
の
故
に

三
昧

の
言
も
亦
た
是
れ
菩
提
心
な
り
︒
註(
54
)

菩
提
心
離
相
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
四
三
頁
中
︒
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
九
三
(
55
)

菩
提
心
離
相
論

︑

大
正
蔵

三
二
︑
五
四
二
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
次ニ
中
間ノ
佛
之
言ハ
者
︑
具ニ
ハ
云フ
壱
佛
陀ト
一︒
此ノ
音ニ
有リ
壱
八
轉
聲ノ
差
別
一︒
第
四
轉
聲ヲ
云フ
壱
菩
提ト
一︒
是ノ
故
具ニ
ハ
云ヒ
壱
阿
弥
陀
佛噸
ト
一︑
或ハ
云フ
壱
阿
弥
陀
菩
提ト
一︒
馬
鳴
荘
嚴
論ノ
中ニ
呼テ
壱
迦
葉
佛ヲ
一
或
云ヒ
壱
︻
四
八
丁
ウ
︼
迦
葉
三
藐
三
佛噸
ト
一︑
或ハ
云フ
壱
迦
葉
三
藐
三
菩
提ト
一︒
即
是
也
︒
常
途ニ
言ハ
飲
佛ト
者
︑
以テ
壱
陀ノ
音ヲ
一
攝シ
テ
壱
佛ノ
字ノ
入
聲ニ
一
云フ
飲
佛ト
︒
此ハ
呼フ
壱
梵
語ヲ
一
例
法
也
︒
是
故
云ハ
壱
念
佛
三
昧ト
一
者
︑
即
-
是レ
言フ
壱
念
菩
提
三
昧ト
一
也
︒
言ハ
壱
觀
佛
三
昧ト
一
者
︑
即
-
是
言
壱
觀
菩
提
三
昧ト
一
也
︒
然ヲ
者ハ
︑
念
佛
三
昧ノ
名
言
︑
未ル タ
飲
有ラ
溢
一
字ト
シ
テ
非ル
ハ
壱
菩
提
心
一
也
︒
︽
訓
︾
次
に
︑
中
間
の

仏

の
言
は
︑
具
さ
に
は

仏
陀

と
云
ふ
︒
此
の
音
に

八
転
声

の
差
別
有
り
︒
第
四
転
声
を

菩
提

と
云
ふ
︒
是
の
故
に
︑
具
さ
に
は

阿
弥
陀
仏
陀

と
云
ひ
︑
或
は

阿
弥
陀
菩
提

と
云
ふ
︒
馬
鳴

荘
厳
論

の
中
に
︑
迦
葉
仏
を
呼
び
て
︑
或
は

迦
葉
三
藐
三
仏
陀(56
)

と
云
ひ
︑
或
は

迦
葉
三
藐
三
菩
提(57
)

と
云
ふ
︒
即
ち
是
れ
な
り
︒
常
途
に

仏

と
言
ふ
は
︑

陀

の
音
を
以
て

仏

の
字
の
入
声
に
摂
し
て

仏

と
云
ふ
︒
此
は
梵
語
を
呼
ぶ
例
法
な
り
︒
是
の
故
に

念
仏
三
昧

と
云
は
ば
︑
即
ち
是
れ

念
菩
提
三
昧

と
言
ふ
な
り
︒

観
仏
三
昧

と
言
は
ば
︑
即
ち
是
れ

観
菩
提
三
昧

と
言
ふ
な
り
︒
然
ら
ば
︑

念
仏
三
昧

の
名
言
︑
未
だ
一
字
と
し
て
菩
提
心
に
非
ざ
る
は
有
ら
ざ
る
な
り
︒
註
(
56
)

大
荘
厳
論
経

︑

大
正
蔵

四
︑
三
二
六
頁
下
︒
(
57
)

大
荘
厳
論
経

︑

大
正
蔵

四
︑
三
二
七
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
次ニ
約セ
ハ
壱
合
門ニ
一
者
︑
其ノ
名
義
即
-
是
爲ル
壱
一ノ
菩
提
心ト
一
也
︒
何ト
ナ
ラ-
者ハ
︑
梵
語ハ
上
下
連
續シ
テ
呼フ
飲
之ヲ
︒
順シ
テ
壱
漢
土
風
俗ニ
一
翻シ
テ
文
字ヲ
一
𣇣ケ
リ
飲
之ヲ
︒
若
順セ
壱
梵
文ニ
一
者ハ
︑
可
飲
有
飲
云フ
壱
佛
念ト
一︒
然ニ
佛ト
者ハ
菩
提
也
︒
念ノ
義ハ
在ル
飲
心ニ
也
︒
即
菩
提ト
者ハ
一
切
智
智
︑
心ト
者ハ
念ス
ル
壱
一
切
智
智ヲ
一
心
也
︑
三
昧ト
者ハ
是
定
也
︒埋
飲
然ト
念
佛
三
昧ハ
者
︑
是
約ス
ル
飲
人
也
︒
如キ
ハ
溢
彼ノ
云カ
壱
不
失
菩
提
心
三
︻
三
六
一
頁
上
︼
昧ト
一
者
︑
是
約ル
飲
法
也
︑
如シ
壱
大
日農
ノ
︻
四
九
丁
オ
︼踵
ニ
云カ
一︒
約ス
レ
ハ壱
菩
提ノ
義ニ
一︑
即
有リ
壱
無
量
無
邊ノ
金
剛
印
一︒
約ス
レ
ハ壱
佛
陀ノ
義ニ
一︑
即
有リ
壱
無
量
無
邊ノ
持
金
剛
者
一
︿
文
﹀
︒
︽
訓
︾
次
に

合
門

に
約
せ
ば
︑
其
の
名
義
︑
即
ち
是
れ
一
つ
の
菩
提
心
と
す
る
な
り
︒何
と
な
ら
ば
︑
梵
語
は
上
下
連
続
し
て
之
れ
を
呼
ぶ
︒
漢
土
風
俗
に
順
じ
て
文
字
を
翻
じ
て
之
れ
を
置
け
り
︒
若
し
梵
文
に
順
ぜ
ば

仏
念

と
云
ふ
こ
と
有
る
べ
き
︒
然
る
に

仏

と
は

菩
提

な
り
︒

念

の
義
は
心
に
在
る
な
り
︒
即
ち

菩
提
と
は
一
切
智
智


心
と
は
一
切
智
智
を
念
ず
る
心

な
り
︒

三
昧

と
は
是
れ

定

な
り
︒
然
り
と
雖
も

念
仏
三
昧

は
是
れ

人

に
約
す
る
な
り
︒
彼
の

不
失
菩
提
心
三
昧

と
云
ふ
が
ご
と
き
は
︑
是
れ
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
九
四

法

に
約
す
る
な
り
︒

大
日
経
の
疏

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒
菩
提
の
義
に
約
す
れ
ば
︑
即
ち
無
量
無
辺
の
金
剛
印
有
り
︒
仏
陀
の
義
に
約
す
れ
ば
︑
即
ち
無
量
無
辺
の
持
金
剛
者
有
り(58
)
︿
文
﹀
︒
註(
58
)

大
日
経
疏

︑

大
正
蔵

三
九
︑
五
八
〇
頁
中
︒
︽
翻
刻
︾
如ク
飲
次ノ
上ハ
法
︑
下ハ
人ナ
リ︒
可シ
飲
知ヌ
︒
通
-存
ス
ル
ニ
雖
飲
爲ト
壱
一
義
一︑
別
-個
ス
ル
ニ
有リ
壱
人
法ノ
差
別
一︒
碑
ハ
爲ノ
飲
顯ン
カ
鰯
念
佛
三
昧
以テ
壱
菩
提
心ヲ
一
為ヿ
ヲ
院
體ト
故ニ
︑
約シ
テ
壱
通
相
門ニ
一
釋ス
ル
壱
名
字ヲ
一
也
︒
例セ
ハ
如シ
鰯
彼ノ
三
身
四
智ニ
分
壱
差
別ヲ
一
者
別個
門
︑
四
智ニ
攝ス
ル
壱
三
身ヲ
一
者ハ
是レ
通
相
門ナ
ル
カ茨︒
是
又
人
法ノ
同
異
也
︒
是
故
念
佛
三
昧ト
者ハ
︑
名
字
體
用
都テ
不ル
飲
離
壱
菩
提
心ヲ
一
也
︒
然ニ
汝
執シ
テ
壱
念
佛
三
昧ヲ
一
而モ
撥ス
ル
ハ壱
菩
提
心ヲ
者
︑
宛モ
麤
壱
食セ
ル
念
佛ノ
名
字ヲ
一
也
︒
按
壱-
苽セ
ル
徃
生ノ
宗
義ヲ
一
也
︒
可
飲
咲
可
飲
咲
︒
︽
訓
︾
次
の
ご
と
く
︑
上
は

法

︑
下
は

人

な
り
︒
知
ぬ
べ
し
︒
通
説
す
る
に
一
義
と
す
と
雖
も
︑
別
説
す
る
に

人


法

の
差
別
有
り
︒
今
は
︑
念
仏
三
昧
︑
菩
提
心
を
以
て
体
と
す
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が
為
の
故
に

通
相
門

に
約
し
て
名
字
を
釈
す
る
な
り
︒
例
せ
ば
︑
彼
の
三
身
︑
四
智
に
差
別
を
分
か
つ
は

別
説
門

︒
四
智
に
三
身
を
摂
す
る
は
是
れ

通
相
門

な
る
が
ご
と
し
︒
是
れ
又
︑

人


法

の

同


異

な
り
︒
是
の
故
に

念
仏
三
昧

と
は
︑

名
字


体


用

都
て
菩
提
心
を
離
れ
ざ
る
な
り
︒
然
る
に
汝
︑

念
仏
三
昧

を
執
し
て
︑
而
も
菩
提
心
を
撥
す
る
は
︑
宛
も
念
仏
の
名
字
を
麁
食
せ
る
な
り
︒
往
生
の
宗
義
を
按
苽
せ
る
な
り
︒
咲
ふ
ベ
し
︒
咲
ふ
ベ
し
︒
︽
翻
刻
︾
問
曰
︒
如キ
壱
我カ
所ノ
淫
知
者ハ
︑
言
壱
觀
佛
三
昧ト
一
者ハ
︑
觀ス
壱
佛ノ
色
身
等ヲ
一︒
即
如キ
觀
經ノ
第
九
觀
等ノ
一
也
︒
言ハ
壱
念
佛
三
昧ト
一
者
︑
唯
是
称
壱-
念ス
ル
名
号ヲ
一
也
︒
既ニ
有リ
壱
此ノ
不
同
一︒
若
︻
四
九
丁
ウ
︼
爾ラ
者ハ
︑
何ソ
云フ
鰯
付
壱
属ス
ル
ヲ
念
佛ヲ
一︑
即
爲ス
ト
院
付
壱
属ス
ト
觀
佛
三
昧ヲ
一
乎
︒
若
亦
一
體ナ
ラ
者ハ
︑
何カ
故ソ踵
ニ
重
言シ
テ
出ス
壱
觀
佛
三
昧ヲ
一
外ニ
亦
云フ
壱
念
佛
三
昧ヲ
爲ト
飲
宗
乎
︒
如
何ソ
︒
︽
訓
︾
問
ひ
て
曰
は
く
︒
我
が
知
る
所
の
ご
と
き
は
︑

観
仏
三
昧

と
言
ふ
は
仏
の
色
身
等
を
観
ず
︒
即
ち

観
経

の

第
九
観

等
の
ご
と
き
な
り
︒

念
仏
三
昧

と
言
は
ば
︑
唯
だ
是
れ
名
号
を
称
念
す
る
な
り
︒
既
に
此
の
不
同
有
り
︒
若
し
爾
ら
ば
︑
何
ぞ

念
仏
を
付
属
す
る
を
即
ち
観
仏
三
昧
を
付
属
す
と
な
す(59
)

と
云
ふ
や
︒
若
し
亦
た
一
体
な
ら
ば
︑
何
が
故
ぞ

疏

に
重
言
し
て

観
仏
三
昧

を
出
す
外
に
︑
亦
た

念
仏
三
昧

を
云
ふ
を

宗
と
す(60
)

と
云
ふ
や
︒
如
何
ぞ
︒
註(
59
)

摧
邪
輪

巻
中
︑

鎌
旧

三
五
九
頁
上
︒
(
60
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
四
七
頁
上
︒
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
九
五
︽
翻
刻
︾
答
︒
其ノ
大
綱
︑埋
壱
前ニ
成ス
ト
一
汝
被レ
テ
飲
封セ
壱
妄
見ニ
一
本
執
尚シ
難
飲
改メ
︒
仍テ
被タ
リ
飲
纒レ
壱
此ノ
疑
網ニ
一︒
碑
引テ
經踵
ノ
文ヲ
一
重テ
可シ
飲
成ス
壱
彼ノ
義ヲ
一︒
謂ク
︒
觀
經ニ個
ク
壱
第
八ノ
觀ヲ
一
終ニ
云ク
︒
作ス
壱
是ノ
觀ヲ
一
者ハ
除テ
壱
無
量
億
劫ノ
生
死ノ
之
罪ヲ
一
於テ
壱
現
身ノ
中ニ
一
得
壱
念
佛
三
昧ヲ
一︒踵
ノ
第
三ニ
釋シ
テ
云ク
︒
從
壱
作
是
觀
者
一
下
至マ
テ
ヨ
リ
壱
得
念
佛
三
昧ニ
一
已
-
來タ
ハ︑
正ク
明ス
溢
尅
念
修
觀シ
テ
現ニ
蒙コ
ト
ヲ壱
利
益ヲ
一
︿
云
云
﹀
︒
解シ
テ
曰ク
︒
尅
念
修
觀ト
者ハ
︑
是レ
觀
佛ノ
義
︑
現
蒙
利
益ト
者ハ
︑固
ス
壱
經ノ
得
念
佛
三
昧ノ
文ヲ
一
也
︒
下ノ
結
句ノ
念ノ
言ハ
即固
シ
テ
壱
觀
義ヲ
一
言フ
壱
念
佛ト
一
也
︿
云
云
是
一
﹀
︒
︽
訓
︾
答
ふ
︒
其
の
大
綱
︑
前
に
成
す(61
)
と
雖
も
︑
汝
︑
妄
見
に
封
せ
ら
れ
て
︑
本
執
︑
尚
し
改
め
難
し
︒
仍
て
此
の
疑
網
に
纏
わ
ら
れ
た
り
︒
今
︑

経


疏

の
文
を
を
引
き
て
︑
重
ね
て
彼
の
義
を
成
す
ベ
し
︒
謂
は
く
︒

観
経

に

第
八
の
像
観

を
説
く
終
り
に
云
は
く
︒
此
の
観
を
作
す
者
は
︑
無
量
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
き
て
︑
現
身
の
中
に
お
い
て
念
仏
三
昧
を
得(62
)
︑
と
︒

疏

の
第
三
に
釈
し
て
云
は
く
︒

作
是
観
者

従
り
下
︑

得
念
仏
三
昧

に
至
る
ま
で
よ
り
以
来
た
は
︑
正
し
く
剋
念
修
観
し
て
︑
現
に
利
益
を
蒙
る
こ
と
を
明
か
す(63
)
︑
と
︿
云
云
﹀
︒
解
し
て
云
は
く
︒

剋
念
修
観

と
は
︑
是
れ
観
仏
の
義
︒

現
蒙
利
益

と
は
︑

経

の

得
念
仏
三
昧

の
文
を
指
す
な
り
︒
下
の
結
句
の

念

の
言
は
︑
即
ち

観
義

を
指
し
て

念
仏

と
言
ふ
な
り
︿
云
云
︒
是
れ
一
﹀
︒
註(
61
)

摧
邪
輪

巻
中
︑

鎌
旧

三
五
八
頁
上
︒
(
62
)

観
無
量
寿
仏
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
三
頁
中
︒
(
63
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
六
七
頁
下
︒
︽
翻
刻
︾
又個
ク
壱
第
九ノ浮
身
觀ヲ
一
經
文ニ
云ク
︒
但
當ニ
憶
想シ
テ扎
シ
テ
鰯
心
眼ヲ
見セ
茨︒
見ル
壱
此
事ヲ
一
︻
五
〇
丁
オ
︼
者ハ
即
見ル
壱
十
方
一
切ノ
諸
佛ヲ
一︒
以ノ
飲
見ルヲ
壱
諸
佛ヲ
一
故ニ
名
壱
念
佛
三
昧ト
一︒
作ス
是ノ
觀ヲ
一
者ヲ
名ク
壱
觀
一
切
佛
身ト
一
︿
等
云
云
﹀
︒踵
云
︒
一ハ
明ス
逸
因
飲
觀ニ
得ヿ
ヲ
蔭
見ヿ
ヲ
壱
十
方ノ
諸
佛ヲ
一︒
二ハ
明ス
鰯
︻
三
六
一
頁
下
︼
以ノ
飲
見ヲ
壱
諸
佛ヲ
一
故ニ
結
芋-
成ス
ル
ヿ
ヲ
念
佛
三
昧ヲ
茨︒
三ハ
明ス
鰯
但
觀ル
ニ
壱
一
佛ヲ
一
即
觀ヿ
ヲ
芋
一
切ノ
佛
身ヲ
茨
也
︿
云
云
﹀
︒
解シ
テ
曰
︒農
文ニ
言
壱
扎
心
眼
見
乃
至
作
是
觀
者
等ト
一
者ハ
︑
是レ
觀
佛
也
︒
言ハ
壱
名
念
佛
三
昧ト
一
者
︑
即
-
是レ
念
佛
也
︒踵
ノ
中ニ
言
因
觀
得
見
乃
至
但
觀
一
佛
等
一
者
是
觀
佛
也
︒
言
壱
以
見
諸
佛
故
結
成
念
佛
三
昧ト
一
者ハ
︑
即
-
是
念
佛
三
昧
也
︿
是
二
﹀
︒
︽
訓
︾
又
︑

第
九
の
真
身
観

を
説
く
経
文
に
云
は
く
︒
但
だ
︑
当
に
憶
想
し
て
心
眼
を
し
て
見
せ
し
む
︒
此
の
事
を
見
る
者
は
︑
即
ち
十
方
一
切
の
諸
仏
を
見
る
︒
諸
仏
を
見
る
を
以
て
の
故
に

念
仏
三
昧

と
名
づ
く
︒
是
の
観
を
作
す
者
を

観
一
切
仏
身

と
名
づ
く(64
)
︿
等
云
云
﹀
︒

疏

に
云
は
く
︒
一
は
︑
観
に
因
て
十
方
の
諸
仏
を
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
︒
二
は
︑
諸
仏
を
見
る
を
以
て
の
故
に
︑
念
仏
三
昧
を
結
成
す
る
こ
と
を
明
か
す
︒
三
は
︑
但
だ
一
仏
を
観
る
に
︑
即
ち
一
切
の
仏
身
を
観
る
こ
と
を
明
か
す
な
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
七
号
九
六
り(65
)
︑
と
︿
云
云
﹀
︒
解
し
て
曰
は
く
︒
経
文
に

令
心
眼
見

乃
至

作
是
観
者

等
と
言
ふ
は
︑
是
れ

観
仏

な
り
︒

名
念
仏
三
昧

と
言
ふ
は
︑
即
ち
是
れ

念
仏

な
り
︒

疏

の
中
に

因
観
得
見

乃
至

但
観
一
仏

等
と
言
ふ
は
︑
是
れ

観
仏

な
り
︒

以
見
諸
仏
故
結
成
念
仏
三
昧

と
言
ふ
は
︑
即
ち
是
れ

念
仏
三
昧

な
り
︿
是
れ
二
﹀
︒
註(
64
)

観
無
量
寿
仏
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
三
頁
中
～
下
︒
(
65
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
六
八
頁
上
︒
︽
翻
刻
︾
又
當
巻ノ踵
ノ
中ニ
釋ル
ニ
壱
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨ノ
經
文ヲ
一︑
出ス
三
義ヲ
一
中ニ
釋ル
壱
第
二ノ
近
縁ヲ
一
踵
ノ
文ニ
云ク
︒
衆
生
願ス
レ
ハ飲
見ト
飲
佛ヲ
︑
佛
即
應シ
テ
飲
念ニ
現ニ
在リ
壱
目ノ
前ニ
一︒
解
曰
︒
即チ
衆
生
願
見
佛ト
者ハ
︑
是レ
念
佛
也
︒
言ハ
現
在
︻
五
〇
丁
ウ
︼
目
前
等ト
一
者
︑
是レ
觀
佛
也
︿
是
三
﹀
︒
︽
訓
︾
又
︑
当
巻
の

疏

の
中
に
︑

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨(66
)

の
経
文
を
釈
す
る
に
︑
三
義
を
出
す
中
に
第
二
の

近
縁

を
釈
す
る

疏

の
文
に
云
は
く
︒
衆
生
︑
仏
を
見
ん
と
願
ず
れ
ば
︑
仏
即
ち
念
に
応
じ
て
現
に
目
の
前
に
在
り(67
)
︒
解
し
て
曰
は
く
︒
即
ち

衆
生
願
見
仏

と
は
是
れ

念
仏

な
り
︒

現
在
目
前

等
と
言
は
ば
是
れ

観
仏

な
り
︿
是
れ
三
﹀
︒
註(
66
)

観
無
量
寿
仏
経

︑

大
正
蔵

十
二
︑
三
四
三
頁
中
︒
(
67
)

観
経
疏

︑

大
正
蔵

三
七
︑
二
六
八
頁
上
︒
︵
よ
ね
ざ
わ
み
え
こ
嘱
託
研
究
員
︶
明
恵
撰

摧
邪
輪

巻
中
訓
・
註
試
稿
︵
七
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶
九
七
